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極低温・強磁場領域では多くの物質で相転移など興味深い磁場誘起現象が観測されるが、

20 Tを超える磁場中での微視的な測定手法はあまりない。放射光 X線は、試料空間に制限

が多い強磁場環境における優れた微視的プローブとして注目される。現在、硬 X線では、

パルス強磁場による 40 Tの実験が可能であり[1]、また、最近、軟 X線のパルス磁場実験も

開始された[2]。 

講演の前半では、１次の価数転移を示す YbInCu4と連続的な価数転移を示す YbAgCu4に

ついて、パルス強磁場中での Yb- L2,3端近傍での X線吸収スペクトル（XAS）及び磁気円二

色性（XMCD）の実験結果について紹介する。これらの物質は、低温では顕著な価数揺動状

態にあり近藤束縛状態を形成するため非磁性的な振る舞いであるが、強磁場下ではともに

30 T以上でメタ磁性転移を示す[3, 4]。強磁場中の XASから、Yb価数がメタ磁性に対応し

て顕著な増大を示すことが明らかになり、XMCDスペクトルにも電子状態を反映した特徴

的な磁場依存性が観測された。 

また講演の後半では、パイロクロア酸化物 Cd2Os2O7の強磁場 XMCDの結果について発

表を行う。Cd2Os2O7は約 227 Kで金属−絶縁体転移を示し、低温で絶縁体となるが、そのメ

カニズムは不明である[5]。今回、Os-L2,3吸収端での強磁場 XMCDスペクトルを 5 Kにおい

て 37 Tまで測定した。5d電子について総和則を適用したところ、軌道磁気モーメント mL

の寄与が無視できない程度あり、スピン磁気モーメント mSとの比 mL / mSがおよそ 0.16であ

ることがわかった。これは、Os5+(5d3)では結晶場を考えると軌道の自由度が無いと期待され

ることと相反する結果である。当日はスピン軌道相互作用の影響や、フントの第 3法則の

破れについても考察する。 
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